
ＪＡ鹿児島県経済連における
ボランタリーカーボン
クレジットの取り組み

鹿児島県経済農業協同組合連合会
営農戦略推進室

【R8.1.20 鹿児島県畜産GX推進会議】



本会中期３か年計画（令和７～９年度）

※ 中3概要資料抜粋

ＪＡ鹿児島県経済連
ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の取り組み

1．カーボンクレジットの事業化（飼料養鶏課・営農戦略推進室）
⑴ 鹿児島県および味の素㈱と連携したＪクレジット取得
⑵ 畜産におけるボランタリークレジット取得

２．バイオマス燃料を活用した事業検討（営農戦略推進室）
３．米における新技術栽培への取り組み（米穀特産課）

⑴ 中干期間の延⾧によるＪ-クレジット化
４．みどりの食料システム戦略に対応した

地域資源活用による化学肥料の削減（肥料農薬課）
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本プロジェクトに関するニュースリリース
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畜産県である鹿児島が
先駆けて取り組むことで
国内畜産全体に

・ＧＨＧ削減取組み
拡大

・国際的な認知度ＵＰ
＆付加価値向上



カーボンクレジット創出 実施体制について
【実施体制】



掲載記事等

Ｒ6.8.18日本農業新聞
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プロジェクトの概要

目的・目標:畜産GHGの削減及びクレジット化による農家の所得増大
持続可能な農業に向けた鹿児島県産畜産物の付加価値向上（ブランド化）
県内・県外への当プロジェクト（鹿児島モデル）の普及・拡大

取組内容 :慣用飼料から改善飼料へ変更することにより消化管発酵及び排泄物由来
のGHGを削減する

対象ＧＨＧ:① CH4（メタン）、 ② N2O（一酸化二窒素） 、③ CO2（二酸化炭素）
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肉用牛におけるカーボンクレジット取組概要
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対象家畜 肉用牛（肥育）
試験コンセプト 飼料変更によるゲップ･排泄物由来GHG実測クレジット化
目標とする成果 メタンCH4・一酸化二窒素N2Oの排出量低減（飼料由来CO2）

規模･測定対象 本会実験農場 １牛舎 ４６頭
(平均月齢22ヶ月～肥育R7.5出荷)

補助飼料

【補助飼料】
①反芻由来と排泄物由来のメタン、アンモニアの削減効果②牛への安全
性③生産性効果④価格の４点を重点項目として総合的に評価・選定
※今回は植物のエッセンシャルオイルが原料の添加物で、自然由来成分であり、メタン発生を
抑制する成分を含んでいる。

測定方法

牛舎内をAmaterZ社の「tukumo」によりモニタリング。
【排出量の計算】
従来餌の給餌期間を「ベースライン」として基準排出量算定、その後補
助飼料給餌開始後から「プロジェクト」として、ベースライン排出量か
らプロジェクト排出量を差し引きしてCH₄,N₂Oの削減量を算出。

飼育環境 飼料以外の飼育環境（気象環境及び飼養管理）は変更なし

測定期間 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ :11月下旬～１月下旬
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ: 1下旬 ~5月上旬 （一部除外日あり）



BL＆PJの対象区画

センサー機器

1区画に２隅＋中央４＝６点

通路

1.牛（肉牛）の「開放型」の畜舎ーモニタリング方法

計量器によるモニタリングポイントは、
対象区6か所、 外気分1か所、 計7か所

2.平面図

　東市来畜産実験牧場　　ＡｍａｔｅｒＺ測定機器（tukumo2カスタム）設置位置図
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体側対象（１か月毎）

耳標№9871
７３６kg（R6.11.15）

体側対象（１か月毎）

耳標№9843
775kg（R6.11.15）

体側対象（１か月毎）

耳標№9831
665kg（R6.11.15）

外気測定用

具体的な測定方法について①
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具体的な測定方法について②
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具体的な測定方法について②

各センサーを牛舎内に設置。
センサー設置高さは牛が届かないギリギリの高さに設定し畜舎内の柱に取付け
中継器、ゲートウェイで各センサーのデータをクラウド上に送信

センサー

送信機
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プロジェクト結果

削減率 ４１．５％



クレジット発行に関するニュースリリース
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